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　まずもって、よそもの・若輩者である私

を温かく迎えてくださった湯沢市の皆さん

に、心から感謝を申し上げます。皆さんの

笑顔や言葉に励まされる中で、無事に任期

を終えることができました。

　私は、「日本を元気にするには一つ一つの

地域、一人ひとりの暮らしを大事にしてい

か な く て は い け な い」と い う 信 念 の も と、

総務省に入省しました。そんな思いが原点

だからこそ、湯沢市副市長として、公私の

境目なく全人格で地域と向き合った経験は、

今後の人生の大きな糧になると確信してい

ます。

　あっという間の２年間、私が何かできた

とすればせいぜい「変化の種まき」程度で

すが、これから皆さんがその種を大事に育て、

大輪の花へと育ててくださることを心から

願っています。どうか広い視野を持ち、地

域一丸となって魅力的なまちを創り上げて

ください。

　少し離れた土地から、湯沢市の発展を末

永く見守っています。

温かく迎えてくださった
皆様に感謝!

２期８年間、
ありがとうございました。

湯沢市長　齊  藤  光  喜湯沢市副市長　藤  井  延  之

　２期８年間、合併新湯沢市の２代目市長を務めさせてい

ただきました。

　就任当初、公約であった財政を立て直したいとの思いで、

自らが率先垂範して市長給料を半減するなど「身を削り人

に尽くさんすりこぎのその味知れる人ぞ尊し」の精神で行

財政改革に取り組んでまいりました。財政状況は就任時と

比較すると大幅に改善し、財政の健全化を図りながら、「市

役所新庁舎」「湯沢駅東西自由通路」など、合併協議で計

画された大型建設事業を国の補助金のほか有利な地方債制

度を活用し完成させることができました。さらに、東北中

央自動車道の未着手区間の事業化が大きく前進するなど、

新市に必要な社会資本整備は着実に進んでいます。しかし

ながら、これらの基盤整備を活かした人口減少の抑制と市

民所得の向上は道半ばであり、市長としての力不足を反省

しております。

　これからは地域の資源と魅力をさらにブラッシュアップ

することが求められます。何事も人のせいにせず、自己責

任意識を持ち、知恵を出し合い、優れた地域資源を最大限

に活かす努力を継続してほしいと願っております。

　終わりに、市民の皆様からいただきましたご厚情、ご支援、

ご協力に心から感謝申し上げます。ありがとうございまし

た。
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食糧費等公費の支出に関する損害賠償等請求訴訟について
　市民の皆様へ

　平成27年1月に提訴を受けていました2件の食糧費等公費の支出に関する損害賠償等請求事件について和
解が成立し、平成29年2月23日に原告側が訴えを取り下げました。
　これにより、提訴を受けた6件の訴訟事件は、判決及び和解により終結となりました。

　一連の食糧費等の支出に関する裁判においては、市民の皆様に大変ご心配、ご迷惑をおかけし、心よりお詫
び申し上げます。
　食糧費等の支出に関しては、平成27年1月から新たな取扱い基準を施行しているところでありますが、こ
れまでの関連事件の判決において指摘された事項を真摯に受け止め、引き続き適切な予算執行に努めてまい
ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湯沢市長　齊　藤　光　喜

事件概要 第1審 第2審 判決要旨 賠償命令額等

平成27年（行ウ）第1号
損害賠償等請求事件

　平成25年11月30日から12月1日まで
に開催した書の寄贈関係者との懇談会
経費36‚545円、昼食経費10‚870円及び
職員の宿泊旅費12‚400円、合計59‚815円

平成27年（行ウ）第2号　
損害賠償等義務付け等請求事件

　平成26年2月12日の「市長との対
話集会」後に雄勝野づくり連絡協議
会が開催した懇談会に市長が出席
した際の寸志5‚000円

一部社会通念上儀礼の
範囲を逸脱していると
して、当時の総務課長
及び会計管理者に対し、
昼食経費のうち飲物代
の賠償の命令。

交際費、食糧費の支出
科目の誤りは財務会計
上、違法な手続きであ
るとして、市長及び当
時の総務課長に対して
賠償命令。

6月3日
判　決

【市側勝訴】

4月15日
判　決

【市側敗訴】

4‚570円

5‚668円

6月16日 原告控訴
12月26日 判　決　
 【市側一部勝訴】

4月28日 市側控訴
9月15日 判　決　
【市側敗訴】

平成27年（行ウ）第6号　
損害賠償等請求事件

　平成26年5月13日に開催した絵
画の寄贈者及び関係者との懇談会
経費90‚900円及び市長、職員の宿泊
旅費24‚800円、合計115‚700円

平成27年（行ウ）第3号　
損害賠償等請求事件

損害賠償請求合計額　　1‚802‚554円

　平成25年11月から平成26年3月末
までに、市長、副市長等が使用した
タクシー代金の合計79件373‚250円

第2号事件判決を踏まえた和解協議の結果、平成29年2月13
日に双方が合意に至り、2月23日に原告が訴訟取下げ。
　
　和解内容
　　・市に対して関係者が損害賠償金として67万円を納付す
　　　ること。
　　・これまで以上に法令等を遵守し適正な会計処理に努め
　　　ていくこと。

平成27年（行ウ）第4号　
損害賠償等請求事件

　平成25年10月末から平成26年3
月末までに支出した総務課食糧費9
4件772‚055円、及び市長交際費7件
313‚000円、合計1‚085‚055円

原告らの訴えは、いず
れも却下又は棄却。

7月15日
判　決

【市側勝訴】

平成27年（行ウ）第12号　
損害賠償等請求事件

　平成26年7月11日から7月13日まで
の、書の寄贈関係者との昼食経費11‚3
30円、懇談会経費55‚588円、昼食経費7,
200円、懇談会経費47‚520円、職員2名
の旅費24‚800円、昼食経費9‚520円、贈
答品購入費7‚776円、合計163‚734円

2日目の夕食会以降の
行程については、必要性、
相当性が認められない
として、市長、当時の
会計管理者、総務課長
にそれぞれの責任に応
じた賠償命令。

12月26日
判　決

【市側一部勝訴】 91‚929円

670,000円

772,167円

損害賠償等請求訴訟について
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『湯沢市出前講座』のご案内

　市では、市の取り組みや暮らしに役立つ情報を、市職員が講師として出向き、お話をするなどの学習支援事業
『湯沢市出前講座』を、平成29年度も開設します。
　皆さんの「自主的な活動」、「仲間づくり」、「地域づくり」にご活用ください。講座は基本的に無料です。

【申し込みの流れ】

【ご利用のルール】

【申し込み・問い合わせ】

○希望講座を選択
　下記出前講座メニューから希望する講座を選びます（講座の詳細については、問い合わせいただくか、市の
　ホームページをご覧ください）

○日程などを調整後、決定通知書を発送
　申し込み団体、講座担当課と日程や具体的な講座内容などを調整し、出前講座実施承認決定通知書をお送り
　します

○講座の開催
　希望講座に関する講師を派遣し、分かりやすくお話しします。講座を通じ、皆さんとコミュニケーションを図
　ります

○出前講座受講申請書により申し込み
　希望実施日の21日（3週間）前までに、下記に備え付けてある申請書に記入の上、申し込みください。
　メール、ファクスによる申し込みも可能です（配布・提出先＝生涯学習課、各生涯学習センター、各地区セ
　ンター）

○と　き　土・日曜日、祝日を問わず、午前10時から午後9時までの2時間以内（12月29 日～1月3日は除く）
　　　　　※業務上の都合により、日時の変更をお願いする場合があります。
○ところ　会場は、主催者側がご準備ください
○対　象　市内在住・勤務・在学している人で構成するグループ、　サークルなどで、おおむね10人以上の参加が見
　　　　　込まれる団体

※詳細については、市のホームページをご覧ください。

　湯沢市生涯学習推進本部事務局（生涯学習課社会教育文化班内　☎73-2163、FAX72-8515、
　 k-shogai@city.yuzawa.lg.jp　〠012‒8501湯沢市佐竹町1番1号）

この出前講座は陳情の場ではなく、市民の学習活動を支援する事業です。

分類 講座名 所要時間 分類№

行政・
財政・
市税

くらし・ご
み・環境

戸籍・国保
・年金・後期
高齢者医療

福祉・
子育て

安心・
安全

経済・
産業

都市計
画・交通

水道・
下水道

選挙・
議会

教育・
文化・
スポーツ

その他

男女共同参画

1
2
3
4
5
6
1
1
2
1
2
3
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
1
2
1
2
3
4
5
6
1
2
1
2
3
1
2
1

2

3
4
5
6
7

1

地方創生～人口減少と地域活性化～
湯沢市総合振興計画
湯沢市公共施設等総合管理計画
湯沢市の財政状況
税のしくみ＜市県民税の申告＞（1月～4月不可）
税のしくみ＜固定資産税＞　　（1月～4月不可）
男女共同参画社会
湯沢市参加・協働のまちづくり
最近の詐欺の手口
湯沢市の国民健康保険（7月～9月不可）
後期高齢者医療講座　（7月～9月不可）
国民年金講座　　　　（7月～9月不可）
湯沢市災害時要援護者避難支援プラン（全体計画）
生活困窮者自立支援制度
障がい者福祉講座
新しい地域包括支援体制構築モデル事業の取組み
結婚・妊娠・子育て支援講座
ＤＶ・デートＤＶ防止対策講座
児童虐待防止講座
子育て支援講座
発達障害を理解しよう
もっと知ろう介護保険
介護無用講座
成年後見による生活・財産安心講座
医療・介護から地域を考える講座
認知症サポーター養成講座
介護予防・日常生活支援総合事業
防災・減災講座
国民保護とは
湯沢市の地熱エネルギー
湯沢市農業の概要（高機能玄米産地化への取組み）
湯沢市農業の概要（地熱活用）
日本型直接支払制度
ジオパークでゆざわを元気に！
適切な利用で、農地を守ろう
湯沢市の公共交通
湯沢都市計画の概要
湯沢市の水道料金
湯沢市の水道水
下水道のしくみ
くらしの中の選挙　　（選挙準備期間中は不可）
ようこそ湯沢市議会へ（議会開会中は不可）
食育講座
ＡＬＴによる　ALL ABOUT FOREIGN CULTURES＜すべての外国の
文化について＞　（学校での勤務時間中は不可）
湯沢市の文化財
ふれてみよう、郷土の歴史
行ってみよう、雄勝郡会議事堂記念館
体力年齢を知って健康保持増進！
ニュースポーツ紹介

特別メニュー

30分～60分
30分～60分
30分～60分

40分
60分
60分
30分
30分
45分

40分～60分
40分
40分

30分～60分
30分～60分

30分
30分
30分
45分
45分
60分
120分
40分
60分
60分
60分

60分～90分
60分
45分
30分

30分～120分
40分
40分
40分

30分～120分
40分

30分～40分
30分
50分
50分
90分
60分
60分

30分～60分

60分～120分

30分～45分
30分～45分
30分～45分
40分～50分
30分～40分

聴講型
聴講型
聴講型
聴講型
視聴覚型
視聴覚型
聴講型
聴講型、視聴覚型
聴講型、視聴覚型
聴講型
聴講型
聴講型
聴講型　　　
聴講型　　　
視聴覚型
視聴覚型
視聴覚型
聴講型
聴講型
視聴覚型
視聴覚型
聴講型　　　
聴講型、体験型
聴講型、視聴覚型
聴講型、視聴覚型
聴講型、視聴覚型
聴講型、視聴覚型
聴講型、視聴覚型
聴講型、視聴覚型
聴講型
聴講型
聴講型
聴講型
視聴覚型、体験型
視聴覚型
聴講型、視聴覚型
視聴覚型
視聴覚型
視聴覚型
視聴覚型、体験型
聴講型
視聴覚型
聴講型、体験型

視聴覚型、体験型

視聴覚型
体験型
体験型
聴講型、体験型
聴講型

上記メニュー表にないものでも、ご要望に
より可能な範囲でメニューを調整します。
お気軽にご相談ください。

平成29年度　出前講座メニュー
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時　　間月日(曜日) 場　　　　所時　　間月日(曜日) 場　　　　所 時　　間月日(曜日) 場　　　　所
6:40～7:00

8:30～8:35

8:40～8:45

8:50～9:00

9:05～9:10

9:15～9:20

9:30～9:35

9:45～9:50

9:55～10:05

10:10～10:15

10:20～10:25

10:30～10:35

10:40～10:50

11:00～11:05

18:20～18:40

9:00～9:05

9:10～9:15

9:20～9:25

9:30～9:40

9:45～9:50

9:55～10:00

10:05～10:10

10:15～10:20

10:25～10:30

10:35～10:40

10:45～10:50

10:55～11:00

11:10～11:15

9:00～9:20

9:50～10:10

10:30～10:50

11:10～11:50

湯沢市役所雄勝庁舎前

三ツ村会館前

平城会館前

御返事会館前

小町の里前

赤塚十字路

寺沢 佐藤勝蔵さん宅前

下入会会館前

いちご組合前

フレッシュマートすが横

薄久内会館前

役内会館前

旧中山小学校前

おなじみ荘前

湯沢市役所雄勝庁舎前

京櫃入口

下小野会館前

中小野会館前

横堀駅前駐輪場

雄勝庁舎前

新馬場会館前

下院内児童館前

御屋敷江畑冨士也さん宅前

ほっと館入口

松根児童館前

荒町入口

八丁会館前

南沢 山田善友さん宅前

湯沢市役所雄勝庁舎前

　　〃　　皆瀬庁舎前

　　〃　　稲川庁舎前

　　〃　　本庁舎駐車場北側

9
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平成29年度犬の登録・狂犬病予防注射日程表

①新規登録（鑑札の交付含む）には、3,000円。鑑札の再交付には1,600円の手数料が掛かります
②生後90日を過ぎた犬は、必ず登録を行わなければなりません。一度登録をすれば生涯有効ですが、引っ越しをした
ときには、住所変更届が、死亡したときには死亡届が必要です

　下記の犬の登録・狂犬病予防注射日程表の集合注射の場合は、接種料金が3,250円になります（おつりの無いように
準備してください）。
　集合注射の際に自宅に寄ってもらうなどの出張注射または市内の動物病院での個別注射、市内の動物病院や獣医師
による出張個別注射は別途料金が掛かりますので、直接病院や獣医師に問い合わせください。
　注射のハガキは、雄勝地域以外の人には4月上旬に、雄勝地域の人には4月下旬に発送予定です。
※ハート型の注射済票は希望する人のみに交付します。集合注射の際に申し出てください。

○問い合わせ
　くらしの相談課生活
環境班（☎55-8069）

犬の登録

狂犬病予防注射

犬の登録
狂犬病
予防注射

6:40～7:00
8:30～8:40
8:45～9:00
9:05～9:10
9:15～9:20
9:25～9:35
9:40～9:50
10:00～10:15
10:20～10:25
10:30～10:35
10:40～10:55
11:00～11:05
18:20～18:40
9:00～9:10
9:20～9:30
9:35～9:45
9:50～9:55
10:05～10:15
10:20～10:30
10:35～10:45
10:50～11:00
11:05～11:10
11:15～11:25
11:30～11:35
9:00～9:05
9:15～9:25
9:30～9:35
9:40～9:50
10:00～10:10
10:25～10:35
10:40～10:45
10:50～10:55
11:00～11:10
11:20～11:25
11:40～11:45
9:30～9:40
9:45～10:00
10:05～10:25
10:30～10:45
10:50～10:05
11:10～11:20
13:15～13:30
13:35～13:45
13:50～14:00
14:05～14:15
14:20～14:30
14:35～14:40

4月12日㈬

4月13日㈭

4月14日㈮

4月15日㈯

5月10日㈬

5月11日㈭

5月14日㈰

早朝・夕方接種実施
　湯沢、稲川、雄勝地域で午前6時40
分から7時まで、午後6時20分から40
分まで早朝・夕方接種を実施します。

苦情が寄せられています

注射料金は
 1頭3,250円です

　犬を散歩させるときには、常にビニー
ル袋などを携行し、必ずふんを処理し
ましょう。
　放し飼いは禁止されています。リー
ドから放すことなく、周りの人に危害
や精神的恐怖を与えないようにしま
しょう。

○

9:30～9:35
9:45～9:50
9:55～10:00
10:20～10:25
10:30～10:35
10:45～10:50
10:55～11:00
11:10～11:20
13:15～13:20
13:25～13:30
13:35～13:40
13:45～13:50
13:55～14:00
14:10～14:15
14:20～14:25
14:30～14:35
14:40～14:45
10:30～10:35
10:40～10:45
10:50～10:55
11:00～11:05
11:10～11:15
11:20～11:25
11:30～11:35
13:15～13:30
13:35～13:40
13:45～13:50
13:55～14:00
14:05～14:10
14:20～14:25
14:30～14:35
6:40～7:00
8:30～8:35
8:40～8:45
8:50～9:00
9:05～9:15
9:20～9:30
9:35～9:40
9:45～9:50
9:55～10:05
10:10～10:15
10:20～10:25
18:20～18:40

4月18日㈫

4月19日㈬

4月20日㈭

湯沢生涯学習センター前
倉内熊野神社前
幡野地区センター前
下八幡会館前
下二井田会館前
弁天地区センター前
ＪＡこまち湯沢北支店前
ふれあいセンター前
成沢会館前
光陽台ちびっこ広場
杉沢会館前
杉沢新所会館前
湯沢生涯学習センター前
深堀会館前
外堀会館前
切畑会館前
石塚バス停前
山田地区センター前
松ノ木会館前
六日町会館前
上ノ宿会館前
三関地区センター前
関口会館前
寺沢配水場前
下関会館前
上関会館前
酒蒔会館前
須川地区センター前
高橋ラジオ店裏
宇留院内会館前
旧高松地区センター前
坊ケ沢会館前
三途川会館前
上新田 高橋敏明さん宅前
泥湯小椋旅館前
吹張十王堂前
 愛宕町五丁目会館前
 湯沢保健所前
 清水町旧よねや駐車場横
 湯沢文化会館駐車場
 大島丸八電装横
 市役所本庁舎駐車場北側
 旧酒造会館前
 前森公園駐車場
 湯ノ原温泉前
 下山谷 大友純一さん宅前
 岩ノ沢入口広場

湯沢市役所皆瀬庁舎前
落合公民館前
沖ノ沢 生木政雄さん宅前
上生内公民館前
上生内 高橋ナツエさん宅付近
下生内 高橋栄さん宅前
中ノ台公民館前
羽場公民館前
小安 阿部克則さん宅前
小安 育苗施設前
湯元新処ごみ集積所前
滝ノ原 高橋照義さん宅前
湯元公民館前
皿小屋神社入口Ｔ字路
貝沼公民館前
若畑バス停前
板戸公民館前
藤倉公民館前
仏師ケ沢掲示板前十字路
皆瀬中体育館横
小沢多目的集会施設前
早坂バス停前
稲川勤労青少年ホーム前
中新町公民館前
Yショップあべ裏
堀構造改善センター前
三梨老人憩いの家前
御嶽堂会館前
下宿かくえん前
稲川克雪センター前
上久保会館前
湯沢市役所稲川庁舎
川連集会所前
川連児童館跡前
稲川健康管理センター前
大舘公会堂前
駒形老人憩いの家前
ＪＡ駒形支店前
三又ポンプ小屋前
東福寺多目的研修施設前
大倉集落センター前
高村多目的研修集会所前
湯沢市役所稲川庁舎前
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公共下水道の
利用区域が拡大

◆下水道への接続はお早めに

◎併用できる各制度の概要

※上記の各制度は対象条件や受付件数が異なりますので、工事着工前に担当課へご相談ください。

◆湯沢市浄化槽設置整備事業補助金
◎補助金の交付対象
　次のいずれかの区域に設置する浄化槽が補助対象となります。
　①浄化槽整備区域（下水道計画区域以外）
　②下水道（公共下水道・農業集落排水）区域のうち、下水道の利用が7年以上見込まれない区域。下水道が利用可
　　能となった場合は、速やかに接続することが条件
　※上記のうち、販売や賃貸目的の住宅および申請前の工事着工は対象外となります。

※浄化槽の人槽は、日本工業規格「建築物の用途別によるし尿浄化槽の処理対象人員算定基準（JISA3302-2000）」に
より算定しますが、実情に添わない場合には、同基準の建築用途別処理対象人員算定基準に定めるただし書きに基づ
き、住宅の延べ面積のみだけではなく、使用状況に応じて算定人数を増減できます。
※補助金には上記の限度額が設定されていますが、工事費の精算により限度額に達しない場合があります。
※補助予算額には限りがありますので、年度途中で締め切る場合があります。

○問い合わせ　市下水道課管理業務班（☎73-2166）へ

◆住宅内で地下水等を使用していない世帯、届け出はお済みですか？

　毎月、下水道料金を納めている世帯で、
住宅内で自家水道（地下水・沢水等）を使
用していない世帯では、「算定方法変更届」
を市に提出することで、毎月上水道メー
ターの検針数値で下水道料金を計算するこ
とができます。
（浄化槽使用の世帯は届け出不要）
　変更届の提出がない場合は、世帯人数×
6㎥と上水道メーターの検針数値を比較し
て、多い方の水量が下水道へ流す汚水量と
して料金が計算されます。
　なお、住宅内で上水道と自家水道を併用
されている世帯では、世帯の人数に変動が 
あった場合に届け出が必要です。
　変更届を提出される人は、市下水道課で
手続きを行ってください。

○「算定方法変更届」の提出・問い合わせ
　市下水道課管理業務班（ ☎73-2166）へ

平成29年度浄化槽設置整備事業補助金限度額表

　自宅のトイレ改造や排水設備の工事を行う場合は次のような制度がありますので、ぜひ各制度をご利用いただ
き、早期に下水道への接続をお願いします。

杉沢新所字（砂田、沢田、頭首沢、八幡山、林
長根）、清水町四丁目の各一部

倉内字（柿在家、布川、
岡田、下川原、熊ノ堂、
五反田、根開、三ツ屋、
四ツ屋、菖蒲田、八ツ
口）、柳田字八ツ口、金
谷字樋口、字沖鶴、字千
刈、字大倉谷地、字旭
田、字鳥海、深堀字鎌切
の各一部

融資あっせん制度

住宅リフォーム
推進事業

5人までの世帯で、建物の延べ面積が160㎡以下の住宅

6人以上の世帯または建物の延べ面積が160㎡を超える住宅

2世帯などで、台所と浴室がそれぞれ2カ所以上ある住宅

要件（建物の用途によって異なる場合があります）人槽区分

5人槽

7人槽

10人槽

484,000円

606,000円

814,000円

補助金限度額

5人×6㎥
（30㎥）

上水道
メーター
検針数値

水量の多い方を汚水量として計算します

と　　　　　　　　比べて

人数に関係なく、上水道の使用量
（メーター検針数値）＝汚水量とし
て計算します

▽5人世帯で変更届を提出した場合

▽5人世帯で変更届未提出の場合

上水道の使用水量が少ない時があっても、多い方
（30㎥）が汚水量として計算されます

△

市の下水道管埋設工事終了後、3年以内の区域または浄化槽処理区域の一般世帯  △

無利子で100万円まで融資が可能       △

毎月元金均等償還で72カ月以内（6年間）で返済      ▲

問い合わせ　市下水道課管理業務班（☎73-2166）へ      △

対象となる工事や補助内容などについて、事前に県雄勝地域振興局建築課へ   
　問い合わせください       ▲

問い合わせ　県雄勝地域振興局建築課（☎73-6166）へ     

新たに下水道が使えるようになった区域
すでに下水道が使える区域

凡　例

湯沢処理区の以下の地域で、3月31日から下水道が利用できるようになりました。
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予 防 接 種

○高齢者用肺炎球菌定期予防接種の費用を助成します

　②60歳以上65歳未満の、心臓・腎臓・呼吸器などに重い病気のある人で、かつ予防接種を希望する人（証
　　明書が必要になりますので、接種を受ける前に下記へご連絡ください。）
　※①②とも過去に高齢者用肺炎球菌予防接種を受けたことのある人は対象外になります。
□助　成　一人1回に限り3,000円
　接種料金は医療機関によって異なります。接種後に助成額を差し引いた金額を医療機関窓口で支払ってく
　ださい。対象者のうち生活保護受給者は料金が無料です。医療機関窓口に市福祉課が発行する生活保護受
　給証明書を提出してください
□期　間　4月1日㈯～平成30年3月31日㈯
□経過措置　平成26年度から30年度までは、各年度に65･70･75･80･85･90･95･100歳になる人のみが対象にな
　り、各年度内が接種期間になります。対象者への個別通知は該当年度の初めに郵送する予定です

○問い合わせ
　健康対策課（☎73-2124）

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
助
成

　国民健康保険の加入者で、保険税を滞納していない40歳以上の人を対象に人間ドックと脳
ドックの受診料の一部を助成します。
　雄勝中央病院（契約医療機関）で受診する場合は、市の窓口（市民課・各総合支所）に事
前に申し込みをすることにより、受診料から市の助成額を差し引いた額を負担することで受
診できます。
　また、契約医療機関以外で受診する場合は、受診後、市の窓口で助成金の申請をしてくだ
さい。

■雄勝中央病院で受診する場合（事前に市の窓口に申し込みください）
◇手続きに必要なもの
    ①国民健康保険被保険者証②印鑑
◇受診日
　市民課または各総合支所に申し込みの際、受診希望日または予約済みの受診日を記入して
　ください
◇助成金額
　平成29年度内に受診する人間ドック・脳ドックを各1回、受診料の2分の1とし、百円未
　満を切り捨てた額を助成します

○助成対象者　次の⑴と⑵に該当する後期高齢者医療被保険者
　⑴市税および後期高齢者医療保険料、湯沢市国民健康保険税を滞納していない世帯の人
　⑵人間ドックなどを受けた、または受ける年度において特定健康診査、湯沢市後期高齢者健康診査、湯沢市国
　　民健康保険事業人間ドックなどを受けていない人
■雄勝中央病院で受診する場合（雄勝中央病院に予約をした上で）
　①後期高齢者医療被保険者証②印鑑を持参し、市の窓口（健康対策課・各総合支所）で事前に申し込みください
■雄勝中央病院以外で受診した場合
　①後期高齢者医療被保険者証②印鑑③人間ドック・脳ドックを受診したことが分かる領収書④受診結果（写し
　⑤助成金を振り込むための銀行などの口座番号が確認できるものを持参し、市の窓口で申し込みください
○申し込み・問い合わせ　健康対策課予防衛生班（☎73-2124）へ

◇手続きに必要なもの
　①国民健康保険被保険者証②印鑑③人間ドック・脳ドックを受診したことが分かる領収書
　④受診結果(写し)⑤助成金を振り込むための銀行などの口座番号が確認できるもの
◇受診日
　各医療機関に問い合わせの上、受診日を決めてください
◇助成金額
　①領収書の金額が上表の区分ごとの受診料を超えた場合は、区分ごとの助成金額
　②領収書の金額が上表の区分ごとの受診料を超えない場合は、領収書の金額の2分の1で、
　　百円未満を切捨てた額

人間ドック・脳ドックを受けましょう！人間ドック・脳ドックを受けましょう！

○
予
防
接
種
を

　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

　

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
疾
患

に
関
し
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

抵
抗
力
を
つ
け
る
こ
と
が
望
ま
し

く
、
保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
集
団

生
活
を
始
め
る
前
に
、
接
種
可
能

な
ワ
ク
チ
ン
を
済
ま
せ
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

特
に
麻
疹
は
感
染
力
が
非
常
に

強
く
、
発
症
後
は
有
効
な
治
療
法

は
な
く
、
合
併
症
も
多
い
重
症
疾

患
で
す
。
ま
た
、
日
本
脳
炎
の
予

防
接
種
に
つ
い
て
は
、
接
種
機
会

を
逃
し
て
し
ま
っ
て
い
る
人
が
多

く
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
は
、
対
象
年
齢
に
な
っ

た
ら
体
調
の
良
い
時
に
早
め
に
接

種
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
麻
し
ん
風
し
ん
】

□
対
　
象
　

　

一
期　

1
歳
児

　

二
期　

5
〜
6
歳
の
年
長
児

　
（
平
成
23
年
4
月
2
日
〜
24
年
4

　

月
1
日
生
）　

※

五
歳
で
も
年
中
児
の
接
種
は
対

象
外　

【
日
本
脳
炎
】

□
対
　
象

　

一
期　

生
後
6
カ
月
〜
7
歳
半

　
（
標
準
的
な
接
種
期
間
は
3
歳
か

　

ら
）　

　

二
期　

9
〜
13
歳

○
風
し
ん
任
意
予
防
接
種
費

　
　
用
を
全
額
助
成
し
ま
す

　

風
し
ん
は
、
妊
娠
初
期
に
か
か

る
と
難
聴
、
心
疾
患
、
白
内
障
や

発
達
障
害
な
ど
の
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て

く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
風
し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
や
ワ
ク
チ
ン

を
二
回
接
種
し
た
こ
と
の
な
い
対

象
の
人
は
、
予
防
接
種
を
無
料
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
対
　
象

　

①
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し

　
　

て
い
る
女
性

　

②「
①
」
の
夫　

　

③
妊
婦
の
夫

□
申
　
請

　

接
種
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
の
際
は
、
で
き
る
限
り
対

　

象
者
の
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い

※

③
の
人
は
生
ま
れ
て
く
る
子
の

母
子
健
康
手
帳
も
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

□
助
成
期
間

　

4
月
1
日
㈯
〜
平
成
30
年
3
月

　

31
日
㈯

　肺炎は日本人の死因の上位に挙げられる疾患であり、その約3割が肺炎球菌によるものと言われています。
肺炎球菌に感染すると、慢性気道感染症、中耳炎、副鼻腔炎、敗血症、髄膜炎などの起因菌になることもあ
り、重症化すると死に至ることもあります。
□対　象　対象になるのは生涯1回のみ
　①平成29年度中に次の年齢になる人（個別通知を郵送します）

■雄勝中央病院 以外 で受診する場合（受診後に申し込みください）

後期高齢者医療の被保険者はこちらをご覧ください

95歳

100歳

昭和27.4.2～昭和28.4.1

昭和22.4.2～昭和23.4.1

昭和17.4.2～昭和18.4.1

65歳

70歳

75歳

昭和12.4.2～昭和13.4.1

昭和7.4.2～昭和8.4.1

昭和2.4.2～昭和3.4.1

大正11.4.2～大正12.4.1

大正6.4.2～大正7.4.1

80歳

85歳

90歳

基本型
基本型
＋子宮がんまたは乳がん検診

基本型
＋子宮がん検診＋乳がん検診
基本型
基本型
＋子宮がん検診＋乳がん検診
脳ドックのみ
人間ドックと同時受診

種　類 詳　細 受 診 料 助成割合 自己負担額助成金額 

1/2

18,300

19,900

21,600

33,400

35,100

21,600
12,000

18,420

20,060

21,600

33,560

35,100

21,600
12,170

36,720

39,960

43,200

66,960

70,200

43,200
24,170

人間ドック
（日帰り）

人間ドック
（1泊2日）

脳 ド ッ ク
脳 ド ッ ク
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　今年1月に亡くなられた石岡好憲さんが、
従六位に叙せられ、県教育庁保健体育課から
位記が伝達されました。
　石岡さんは、昭和44年に山田小学校学校医
に就任して以来、平成26年に退任するまで44
年の長きにわたり、山田小学校および湯沢西
小学校の学校医として、児童の健康管理の向
上に貢献されました。

▲伝達を受ける息子の知憲さん

石岡　好憲
いしおか

さん（享年89歳）

叙　位
従 六 位【学校保健功労】

よしのり 

【平清水第3】故

とものり

　個人情報保護法（個人情報の保護に関する法
律）が改正され、平成29年5月30日に全面施行
されます。
　今回の改正では、営利・非営利を問わず、個
人情報データベース等（パソコンや紙などで管
理される、目次や索引などで検索可能な状態に
した個人情報）を事業に利用している全ての個
人、団体（法人）が「個人情報取扱事業者」と
なり、会員名簿等を持つ自治会（町内会）やＰ
ＴＡなども法の適用対象となります。
　改正法の施行後は、各方面で法の趣旨に沿っ
た個人情報の取扱いが求められます。
　個人情報保護委員会のホームページ
（http://www.ppc.go.jp/）で、法改正の詳細
をご確認いただけます。

◎問い合わせ　総務課総務法制班（☎73-2112）へ

『個人情報保護法』が
　　　　改正されます

○安心な手続きのために
　パスポートは、申請日から数えて土・日曜日、
祝日、年末年始を除いて9日目以降のお渡しと
なります。
　お急ぎの場合は、パスポート窓口まで問い合
わせください。

▷取扱時間
　月～金曜日：午前8時30分～午後5時
　　　　　　　（祝日・年末年始除く）
※申請は、渡航日程などを考慮して、余裕を持
ってお願いします。また、過去にパスポートを
取得したことがある人は、県庁への照会が必要
な場合があります。午後5時を過ぎると照会が
できなくなりますので、早目においでください。

▷パスポート窓口
　市民課住民班（☎73‒2116）　

パスポート窓口からの
　　　　　　お知らせ
パスポート窓口からの
　　　　　　お知らせ
パスポート窓口からの
　　　　　　お知らせ

○申 　 請 　 方 　 法　申請期限までに持参または郵送により、くらしの相談課へ必要書類を提出してください
○補助対象事業の選考　公開プレゼンテーションで説明していただいた事業計画を評価市民会議委員が評価し、その
　　　　　　　　　　　結果を受けて市長が補助対象事業を選考します
○申 　 請 　 期 　 限　4月17日㈪まで／第1回公開プレゼンテーション5月20日㈯（予定）
　　　　　　　　　　　7月28日㈮まで／第2回公開プレゼンテーション8月下旬（予定）
○問　い　合　わ　せ　くらしの相談課市民協働班（☎55-8033、FAX72-9611､ kurashi@city.yuzawa.lg.jp）

○補助金の概要

次の全てに該当する事業が補助対象となり
ます
⑴当該年度内に市内で実施する事業
⑵実施計画と収支計画が明確である事業
⑶市の財源による他の補助金等を受けてい
ない事業
⑷営利を目的とした事業でないこと
⑸政治的または宗教的な事業でないこと
⑹地域固有の祭りやイベントと認められる
事業でないこと
⑺事務および事業に係る業務の50％以上を
委託する事業でないこと
　※ただし、委託経費を分割して補助対象経費の50％未
満を補助対象経費に算入し、残りを対象外経費として
自己負担する場合は対象とします。

⑻施設の管理運営費用が主となる事業でな
いこと
⑼補助決定前に終了した事業でないこと

補助対象経費の
100％以内　1　　年　　目

補 助 の 区 分 補　助　率 補助限度額（下限額） 補助対象となる事業の要件

50万円
（下限8万円）

2　　年　　目

3　　年　　目

補助対象経費の
90％以内　

補助対象経費の
80％以内　

平成29年度湯沢市参加・協働の
まちづくり提案型補助金事業を募集します
平成29年度湯沢市参加・協働の
まちづくり提案型補助金事業を募集します

　地域自治組織、 NPO、ボランティア団体、町内会などの市民活動団体が自ら企画・実施する公益性のある
事業を募集します。募集要項および申請用紙は、くらしの相談課および各総合支所で配布します（市ホームペー
ジからダウンロードできます）。ご不明な点などについては、下記へご連絡ください。
　なお、予算の都合上、内容を変更することがあります。

○補助対象　市内で活動し、規約または会則があり、適正に会計処理が行われている団体で、会員が5人以上で構成
される非営利の団体。ただし、特定の宗教または政党のための活動を目的とする団体等は対象となりま
せん

ソフト事業に限り、
更なる効果が期待さ
れると認めた場合は
最長2年の延長を認
める

しゅうたかはし

第30回都道府県対抗ジュニアバスケットボール大会

全国大会に出場の
　　中学生の皆さんを紹介します！

3月28日～30日(東京都／東京体育館ほか)

湯沢北中学校2年

　高橋　秀宇 さん

稲川中学校2年

　井上　翔太 さん

山田中学校1年

　小松　泰典 さん

しょうた

やすのり

いのうえ

こまつ



【
資
源
ご
み
団
体
回
収

　
　
　
　
　
　
　
　
促
進
奨
励
金
】

　

資
源
ご
み
を
回
収
し
て
い
る
町
内
会
な
ど

の
団
体
に
対
し
、
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　

所
定
の
申
請
書
と
請
求
書
に
、
回
収
業
者

か
ら
の
買
取
証
明
書
を
添
え
て
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
毎
年
度
、
事
前
に
団
体
登
録
が
必

要
で
、
一
団
体
三
回
ま
で
申
請
で
き
ま
す
。

■
奨
励
金
額 

　

一
回
の
回
収
に
つ
き
二
千
五
百
円

■
最
低
回
収
量

　

一
回
の
回
収
に
つ
き
ビ
ン
類
＝
100
本
以
上
、

　

紙
類
・
金
属
類
＝
100
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

■
申
込
締
め
切
り

　

団
体
回
収
を
行
っ
た
日
か
ら
一
カ
月
以
内

2017.04.01
16

2017.04.01
17

　

今
年
の
冬
は
幸
い
に
も
豪
雪
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
管

理
が
不
十
分
な
空
き
家
の
倒
壊
や
、
壊
れ

た
建
物
の
部
材
が
飛
散
す
る
こ
と
を
心
配

し
た
住
民
か
ら
市
に
通
報
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

空
き
家
の
所
有
者
に
は
、
建
物
の
安
全

が
確
保
で
き
る
よ
う
適
切
に
管
理
す
る
義

務
が
あ
り
、
管
理
不
十
分
な
た
め
周
辺
の

建
物
や
第
三
者
に
被
害
が
生
じ
た
場
合
は
、

所
有
者
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

空
き
家
に
は
、
冬
期
間
の
雪
対
策
の
ほ

か
に
左
図
の
よ
う
な
管
理
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
周
辺
に
住
ん
で
い
る
市
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
定
期
的
に

巡
回
し
、
日
ご
ろ
の
管
理
は
万
全
に
お
願

い
し
ま
す
。

老
朽
化
し
て
危
険
な
空
き
家
に

　
　
　
　
　
解
体
撤
去
費
を
助
成

 　

市
で
は
、
破
損
や
腐
朽
な
ど
に
よ
り
著

し
く
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
空
き
家

に
限
定
し
て
、
解
体
撤
去
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う

な
空
き
家
を
所
有
し
、
お
困
り
の
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
助
成
額　

解
体
撤
去
費
用
の
2
分
の
1

　
（
上
限
五
十
万
円
）

◎
申
込
期
限　

7
月
末
日
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
よ
ー

　

く
聴
く
窓
口
班
（
☎
73
2
1
1
5
）
へ

　
市
内
の
農
業
施
設
の
機
能
向
上
に
よ
る

農
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
に
、
砕
石
・
生
コ
ン
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
な
ど
の
材
料
や
重
機
の
借
り
上
げ

な
ど
を
必
要
と
す
る
場
合
、そ
の
費
用
の

一
部
を
市
が
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
し
ま

す
。

　
な
お
、
作
業
に
つ
い
て
は
受
益
者
側
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
な
ど
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
か
ん
が
い
排
水
施
設

　
②
農
業
用
道
路

　
③
農
地
ま
た
は
農
作
物
の
災
害
を
防
止

　
　
す
る
た
め
必
要
な
施
設

※

県
営
ほ
場
整
備
さ
れ
た
農
地
と
土
地
改

良
区
管
轄
地
で
の
作
業
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

■
助
成
対
象
団
体

　
受
益
面
積
が
50
ア
ー
ル
以
上
で
、
受
益

　
者
が
3
人
以
上
い
る
団
体
（
申
請
は
受

　
益
者
の
代
表
者
が
行
う
こ
と
）

■
助
成
額

【
原
材
料
】

•
費
用
が
20
万
円
以
下
（
消
費
税
込
み
）

　
の
場
合
＝
費
用
の
1
／
2

•
費
用
が
20
万
円
以
上
（
消
費
税
込
み
）

　
の
場
合
＝
10
万
円
（
上
限
）

【
重
機
等
機
械
借
り
上
げ
】

•
費
用
が
10
万
円
以
下
（
消
費
税
込
み
）

　
＝
費
用
の
1
／
2

•
費
用
が
10
万
円
以
上
（
消
費
税
込
み
）

　
＝
5
万
円
（
上
限
）

■
申
請
　

　
代
表
者
が
作
業
予
定
箇
所
の
位
置
図

　（
写
真
で
も
可
）
と
印
鑑
（
申
請
者
ま

　
た
は
各
種
団
体
な
ど
の
も
の
）
を
持
参

　
し
、
農
林
課
に
て
、
申
請
書
を
記
入
し

　
て
く
だ
さ
い

■
申
請
受
付
期
間
　

　
4
月
10
日
㈪
〜
5
月
19
日
㈮
（
平
日
の

　
み
）
／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

　
分
（
こ
の
期
間
以
外
の
受
け
付
け
は
原

　
則
行
い
ま
せ
ん
）

■
審
査
　

　
申
請
受
理
後
、
農
林
課
で
現
地
調
査
を

　
行
い
、
事
業
内
容
な
ど
が
適
当
と
判
断

　
さ
れ
た
場
合
に
通
知
し
ま
す
。
審
査
の

　
結
果
、
不
適
当
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は

　
助
成
対
象
と
な
り

　
ま
せ
ん

○
問
い
合
わ
せ
　
農

　
林
課
農
地
森
林
整

　
備
班
（
☎
78
1
1

 
7
2
）

  空き家の適切な管理をお願いします   空き家の適切な管理をお願いします 
【
対
象
住
宅
】　

　

次
の
①
〜
④
の
全
て
に
該
当
す
る
住
宅
が

補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

①
居
住
用
の
延
べ
床
面
積
が
70
平
方
メ
ー

　
　

ト
ル
以
上
の
住
宅

　

②
構
造
材
な
ど
に
70
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
地

　
　

域
産
材
を
使
用
す
る
住
宅
。
ま
た
は
内

　
　

装
材
な
ど
に
地
域
産
材
を
3
立
方
メ
ー

　
　

ト
ル
以
上
使
用
す
る
住
宅

　

③
市
内
に
事
務
所
を
有
す
る
大
工
、
工
務

　
　

店
な
ど
が
施
工
す
る
住
宅

　

④
29
年
度
内
に
工
事
が
完
了
す
る
住
宅

※

構
造
材
に
地
域
産
材
を
使
用
せ
ず
に
内
装

材
お
よ
び
外
壁
材
に
地
域
材
を
3
立
方
メ
ー

ト
ル
以
上
使
用
す
る
住
宅
に
つ
い
て
も
20
万

円
の
補
助
金
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

次
の
①
〜
②
の
全
て
に
該
当
す
る
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

①
市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を

　
　

新
築
（
ま
た
は
増
築
）
す
る
人

　

②
市
税
お
よ
び
市
諸
収
入
金
の
未
納
が
な

　
　

い
人

【
地
域
産
材
の
定
義
】

　

▼
市
内
で
伐
採
さ
れ
た
木
材
を
、
市
内
で

　
　

製
材
し
た
部
材

【
補
助
金
額
】

　

▼
居
住
用
の
延
べ
床
面
積
が
70
平
方 

湯
沢
市
地
域
産
材
活
用
木
造
住
宅
建
築
促
進
事
業

　

市
で
は
、
木
材
産
業
及
び
建
築
産
業
の
振
興
、
地
域
経
済
の
振
興
な
ど
の
た
め
、
地

域
産
材
を
利
用
し
て
住
宅
を
新
築
（
ま
た
は
増
築
）
す
る
場
合
に
経
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　
　

メ
ー
ト
ル
以
上
120
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　

未
満
の
住
宅
＝
20
万
円

　

▼
居
住
用
の
延
べ
床
面
積
が
120
平
方

　
　

メ
ー
ト
ル
以
上
の
住
宅
＝
30
万
円

※

構
造
材
お
よ
び
内
装
材
な
ど
に
地
域

産
材
を
使
用
す
る
場
合
は
20
万
円
を
加

算【提
出
書
類
】

　

▼
申
請
時
＝
申
請
書
、
工
事
契
約
書

　
　

ま
た
は
工
事
見
積
書
の
写
し
、
地

　
　

域
産
材
使
用
率
計
算
書
、
市
税
完

　
　

納
証
明
書
（
共
有
名
義
の
場
合
は

　
　

共
有
者
全
員
分
）

※

申
請
は
、
必
ず
住
宅
建
築
工
事
の
着

手
前
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▼
完
了
時
＝
工
事
完
了
届
、
建
築
工

　
　

事
代
金
の
領
収
書
ま
た
は
請
求
書

　
　

の
写
し
、
地
域
産
材
使
用
証
明
書
、

　
　

完
成
写
真

【
受
付
期
限
】

　

▼
11
月
30
日
㈭

※

予
算
の
状
況
に
よ
り
、
申
請
受
け
付

け
を
途
中
で
打
ち
切
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

▼
農
林
課
農
地
森
林
整
備
班
（
☎
78

　
　

1
1
7
2
）

資
源
ご
み
回
収
促
進
奨
励
金
お
よ
び

ご
み
集
積
所
ボ
ッ
ク
ス
設
置
整
備
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

原
材
料
と
重
機
等
機
械

　
　
　
　
　
　
　
借
り
上
げ
へ
の
助
成

農
業
用
施
設
整
備
の
た
め
の

【
ご
み
集
積
所
ボ
ッ
ク
ス
設
置

　
　
　
　
　
　
整
備
事
業
補
助
金
】

　

ご
み
集
積
所
周
辺
の
景
観
お
よ
び
散
乱
防

止
を
目
的
に
、
ご
み
集
積
所
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
町
内
会
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
既
存
の
ご
み
集
積
所
ボ
ッ
ク
ス
を

修
理
す
る
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

す
る
た
め
、
予
算
の
状
況
に
よ
り
交
付
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

集
積
所
ボ
ッ
ク
ス
一
基
に
つ
き
購
入
金
額

　

の
2
分
の
1（
上
限
六
万
円
）

■
申
し
込
み
方
法

　

町
内
会
単
位
で
設
置
前
に
左
記
へ
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い

※

申
請
書
な
ど
の
各
種
用
紙
は
、
左
記
ま
た

は
各
総
合
支
所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

く
ら
し
の
相
談
課
生
活
環
境
班

　
　
　
　
　
　
（
☎
55
8
0
6
9
）



　

期
間
中
、
各
地
域
の
消
防
団
と
消
防
署

で
駆
け
付
け
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
近
所
の
皆
さ
ん
は
、
火
災
の
サ
イ
レ

ン
と
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◯
実
施
場
所
と
日
時　

▼
湯
沢
地
域
（
下

山
谷
周
辺
）
＝
4
月
7
日
㈮
午
後
6
時

30
分
〜
7
時

◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
合
防
災
室

（
☎
55
8
2
5
0
）
へ

◯
と　

き　

▼
一
般
教
養
コ
ー
ス
／
毎
月

第
3
水
曜
日
午
前
▼
実
技
コ
ー
ス
／
各

コ
ー
ス
に
よ
り
時
間
は
異
な
り
ま
す

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◯
内　

容　

①
優
雅
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
コ
ー

ス
／
毎
月
第
3
水
曜
日
午
後
1
時
（
定

員
15
人
）
②
墨
絵
に
挑
戦
!
コ
ー
ス
／

毎
月
第
3
水
曜
日
午
後
1
時
（
定
員
10

人
）
③
ヨ
ガ
で
健
康
コ
ー
ス
／
毎
月
第

4
火
曜
日
午
前
10
時
（
定
員
20
人
）
④

役
立
ち
英
会
話
コ
ー
ス
／
毎
月
第
4
火

曜
日
午
後
1
時
（
定
員
12
人
）
⑤
初
め

て
の
コ
ー
ラ
ス
コ
ー
ス
／
毎
月
第
4
金

曜
日
午
後
1
時
（
定
員
20
人
）

◯
対　

象　

年
間
を
通
し
て
受
講
で
き
る

人
◯
受
講
料　

千
五
百
円
（
申
し
込
み
時
納

入
、
材
料
費
別
途
）

◯
申
し
込
み　

4
月
18
日
㈫
午
前
8
時
30

分
か
ら
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

◯
と　

き　

5
月
12
日
㈮
〜
6
月
30
日
㈮

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
／
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分
（
全
8
回
）

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
受
講
料　

千
五
百
円

◯
講　

師　

中な
か

村む
ら

政ま
さ

夫お

さ
ん

◯
対　

象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
し
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
操
作
初
心
者
の
人

◯
持
ち
物　

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

◯
定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み　

4
月
11
日
㈫
か
ら
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

市
で
は
、
市
内
外
に
向
け
て
市
の
魅
力

を
発
信
す
る
た
め
、
市
政
の
情
勢
や
取
り

組
み
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
な
ど
の
情
報

を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
、
冊
子
「
湯

沢
市
市
勢
要
覧
」
を
官
民
協
働
の
事
業
手

法
を
取
り
入
れ
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
（
本

社
・
大
阪
市
）
と
協
働
で
6
月
頃
に
発
行

す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
の
経
費
負
担
が
な
く
、

印
刷
・
製
本
に
要
す
る
経
費
は
、
㈱
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
が
負
担
し
事
業
所
な
ど
か
ら
の

広
告
料
で
賄
い
ま
す
。

　

今
後
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
の
担
当
者
が
、

各
種
団
体
や
事
業
所
・
企
業
の
皆
さ
ま
へ

事
業
の
案
内
と
協
賛
の
お
願
い
に
伺
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

ひ
び
く
つ
な
が
る
創
造

課
戦
略
広
報
班
（
☎
55
8
2
4
9
）

　

市
で
は
、
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
融
和
や
連
携

を
図
る
た
め
の
活
動
拠
点
と
な
る
公
共
的

な
自
治
会
館
の
建
築
事
業
（
新
築
、
増
改

築
、
補
修
、
土
地
の
購
入
）
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
国
、

県
な
ど
の
補
助
対
象
と
な
る
事
業
は
除
き

ま
す
。

　

自
治
会
館
の
建
築
計
画
が
あ
る
団
体
は
、

補
助
内
容
・
申
請
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の

相
談
課
市
民
協
働
班（
☎
55
8
0
3
3
）へ

火
の
用
心

春
の
火
災
予
防
運
動

（
4
月
2
日
〜
8
日
）

平
成
29
年
度

湯
沢
市
民
大
学

受
講
生
募
集

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2017.04.01
19

2017.04.01
18

官
民
協
働
で

市
勢
要
覧
を
発
行
し
ま
す

自
治
会
館
の
建
築
事
業
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

〜
楽
し
み
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
を
じ
っ
く
り
学
ぼ
う
〜

　

農
業
に
対
し
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
や
、
作
物
栽
培
を
通
し
た
食
育
を
推

進
す
る
た
め
に
体
験
農
園
を
開
設
し
ま
す
。

【
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園
】

・
利
用
期
間　

5
月
〜
11
月

・
と
こ
ろ　

湯
沢
地
区
中
野
地
内

・
対
象
者　

湯
沢
市
民
で
耕
作
地
を
所
有

し
な
い
人

・
募
集
区
画　

40
区
画
を
予
定
し
、
一
区

画
あ
た
り
66
㎡
（
約
20
坪
、
原
則
と
し

て
一
世
帯
一
区
画
）

・
料　

金　

一
区
画
あ
た
り
三
千
円

【
親
子
ふ
れ
あ
い
農
園
】

・
利
用
期
間　

5
月
〜
11
月

・
と
こ
ろ　

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
地
内

・
対
象
者　

湯
沢
市
民
で
、
親
子
（
中
学

生
以
下
）
で
農
作
業
で
き
る
人

・
募
集
区
画　

10
区
画
を
予
定
し
、
一
区

画
あ
た
り
50
㎡
（
約
15
坪
、
原
則
と
し

て
一
世
帯
一
区
画
）

※
農
園
に
、
堆
肥
や
土
壌
改
良
剤
を
散
布

し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
起
し
た
後
に
貸
し

出
し
ま
す
。
こ
れ
以
後
の
肥
料
・
種
苗
・

資
材
・
道
具
な
ど
の
準
備
や
栽
培
管
理
は
、

各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
21
日

㈮
ま
で
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
農
林
課
農
業
振
興
班
（
☎
72

0
6
3
1
）
へ

　

た
ん
ぽ
ぽ
団
は
、
市
内
の
サ
ン
サ
ン
プ

ラ
ザ
を
拠
点
に
ラ
イ
ブ
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
や
懐
か
し
い
昭
和

メ
ロ
デ
ィ
ー
な
ど
多
彩
な
内
容
の
楽
し
い

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

4
月
23
日
㈰
午
後
1
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー

◯
出　

演　

た
ん
ぽ
ぽ
団
（
内な
い

藤と
う

清き
よ

己み

さ

ん
ほ
か
）

◯
入　

場　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

市
の
拠
点
と
な
る
中
心
市
街
地
の
都
市

活
力
の
再
生
を
図
る
た
め
、
地
区
の
整
備

方
針
等
を
定
め
た
総
合
的
な
市
街
地
整
備

計
画
で
あ
る
「
湯
沢
市
中
心
市
街
地
地
区

再
生
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

計
画
案
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◯
募
集
期
間　

4
月
24
日
㈪
〜
5
月
15
日

㈪
◯
公
表
方
法　

▼
掲
載
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
▼
閲
覧
＝
市
役
所
本
庁
舎
市
民
ロ

ビ
ー
、
2
階
都
市
計
画
課
お
よ
び
各
総

合
支
所

◯
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
都
市
計
画

班
（
☎
73
2
1
5
6
）
へ

　

平
成
二
十
八
年
分
確
定
申
告
の
振
替
納

税
を
利
用
さ
れ
た
場
合
の
振
替
日
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　

振
替
日
に
指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前

に
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
振
替
納
税
の
場
合
に
は
、
領
収

証
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税　

（
第
3
期
分
）
4
月
20
日
㈭

▼
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税　

4
月
25
日
㈫

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
税
務
署
（
☎
73

5
1
0
0
）
へ

　

悩
み
ご
と
、
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。

◯
と　

き　

4
月
3
日
㈪
午
前
10
時
〜
午

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

稲
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

◯
内　

容　

近
隣
と
の
争
い
ご
と
、
子
ど

も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
い
じ
め
や
体

罰
、
借
地
借
家
の
問
題
、
登
記
・
相
続
・

扶
養
な
ど
の
問
題
、
結
婚
離
婚
の
強
要

な
ど

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
地
方
法
務
局
大
曲

支
局
（
☎
0
1
8
7
63
2
1
0
0
）
へ

◯
と　

き　

4
月
16
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
5
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー

◯
入
場
料　

千
円

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

事
務
局
佐
貫
（
☎
0
9
0
―
9
3
7
7

―
6
0
8
8
）
へ

確
定
申
告
の
振
替
納
税
の

振
替
日
に
つ
い
て

自
分
で
野
菜
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

〜
体
験
農
園
の
開
設
〜

月
イ
チ
♪
コ
ン
サ
ー
ト

た
ん
ぽ
ぽ
団
ラ
イ
ブ

特
設
人
権
相
談
所

湯
沢
市
中
心
市
街
地
地
区

再
生
計
画
（
案
）
に

対
す
る
意
見
募
集

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
５
回

歌
と
踊
り
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

公
演
in
ゆ
ざ
わ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

※解体工事費、備品購入費などは対象経費に含まれま
せん。

補助限度額補助率
■対象と補助限度額など

対象経費対象事業

300万円

100万円

100万円

新　　築

土地購入

増 改 築
（補修）

50万円
以上

50万円
以上

100万円
以上

1／3



　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
が
記
者
に
な
り
、

八
月
九
日
の
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和

祈
念
式
典
や
被
爆
地
の
様
子
、
被
爆
者
な

ど
へ
の
取
材
を
通
し
、
核
兵
器
廃
絶
と
平

和
の
願
い
の
継
承
を
図
り
ま
す
。

◯
と　

き　

8
月
8
日
㈫
〜
11
日
㈮

◯
対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
生
（
4
年

生
以
上
）
と
そ
の
保
護
者

◯
定　

員　

全
国
で
18
組
（
36
人
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
。

◯
参
加
費
補
助　

長
崎
市
へ
の
交
通
費
、

宿
泊
代
、
滞
在
中
の
取
材
補
助
経
費

◯
応
募
期
限　

5
月
8
日
㈪（
当
日
必
着
）

◯
申
し
込
み　

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
要
項
な

ど
を
確
認
の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

日
本
非
核
宣
言
自
治
体

　

協
議
会
事
務
局
（
〠
852
―
8117
長
崎
県
長

崎
市
平
野
町
7
番
8
号
長
崎
市
平
和
推

進
課
内
、
☎
0
9
5
―
8
4
4
―
9
9

 

2
3
）
へ

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
で
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集「
体
験
談
・

説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
と　

き　

4
月
15
日
㈯
午
前
10
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

に
ぎ
わ
い
交
流
館（
秋
田
市
）

◯
参
加
料　

無
料

※
体
験
談
を
聞
く
だ
け
の
人
や
学
生
の
参

加
も
歓
迎
し
ま
す
。
詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

東
北
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
（
☎

0
2
2
―
2
2
3
―
4
7
7
2
）
へ

◯
と　

き　

4
月
22
日
㈯
、
5
月
20
日
㈯
、

6
月
10
日
㈯
、
7
月
1
日
㈯
、
22
日
㈯
、

8
月
19
日
㈯
、
9
月
16
日
㈯
、
10
月
7

日
㈯
、
10
月
28
日
㈯
／
午
前
10
時
〜
正

午
（
全
9
回
）

◯
と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム

◯
種　

目　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

◯
参
加
料　

二
千
円（
保
険
料
な
ど
含
む
）

◯
対　

象　

8
歳
以
上
の
知
的
障
が
い
が

あ
る
人
で
、
右
記
日
程
で
参
加
で
き
る

人
（
原
則
と
し
て
、
自
立
就
労
し
て
い

る
人
以
外
は
保
護
者
の
送
迎
を
お
願
い

し
ま
す
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
17
日

㈪
ま
で
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
秋
田
湯
沢
支
部
小
原
（
☎

0
9
0
―
3
7
5
9
―
5
3
2
9
） 

へ

　

市
の
花
「
さ
く
ら
」
の
お
花
見
を
し
ま

せ
ん
か
。

◯
と　

き　

4
月
14
日
㈮
〜
25
日
㈫

※
さ
く
ら
の
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◯
と
こ
ろ　

前
森
公
園
・
愛
宕
公
園

※
両
公
園
で
ボ
ン
ボ
リ
が
点
灯
さ
れ
、
前

森
公
園
で
は
、
さ
く
ら
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

と
土
日
の
み
絵
ど
う
ろ
う
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
観
光
物
産
協
会

（
☎
73
0
4
1
5
）
へ

　

プ
ロ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
楽
し
く

指
導
し
ま
す
。
ぜ
ひ
あ
な
た
も
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◯
と　

き　

4
月
27
日
㈭
／
①
午
後
2
時

30
分
〜
3
時
30
分
／
②
午
後
6
時
〜
7

時
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
教
育
会
館

◯
講
習
料　

五
百
円

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
23
日

㈰
ま
で
、
加
藤
（
☎
0
8
0
―
3
1
4

 

8
―
2
9
4
9
）
へ

　

湯
沢
市
緑
化
推
進
協
議
会
で
は
「
緑
の

募
金
」
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

募
金
は
、
学
校
、
職
場
、
公
園
な
ど
の

緑
化
推
進
や
森
林
の
環
境
整
備
な
ど
に
活

用
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
緑
化
推
進
協
議

会
（
市
農
林
課
農
地
森
林
整
備
班
内
☎

78
1
1
7
2
）

◯
営
業
期
間　

4
月
22
日
㈯
〜
11
月
中
旬

◯
営
業
時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4

時
30
分
（
毎
週
火
曜
日
休
館
日
）

◯
入
館
料　

一
般
＝
四
百
三
十
円
、
小
・

中
学
生
＝
二
百
十
円

※
5
月
5
日
㈮
は
、
小
・
中
学
生
の
入
場

料
が
無
料
で
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

稲
庭
城
（
☎
43
2
9
2

 

9
）
ま
た
は
、
古
舘
庵
（
☎
43
2
6
4

 

9
）
へ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
０
１
７
年
度
春
募
集

長
崎
へ
の
平
和
の
取
材

『
親
子
記
者
』参
加
者
募
集

『
さ
く
ら
ま
つ
り
』が

開
催
さ
れ
ま
す

平
成
29
年
度

『
緑
の
募
金
』運
動

(

4
月
10
日
〜
5
月
31
日)

稲
庭
城
・
古
舘
庵
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

平
成
29
年
度
ス
ポ
ー
ツ　

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
募
集

2017.04.01
21

2017.04.01
20

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス

見
学
体
験
教
室
・
説
明
会

　

完
成
し
た
遊
歩
道
の
お
披
露
目
を
兼
ね

て
、
湯
沢
城
址
公
園
の
歴
史
と
自
然
を
学

び
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

◯
と　

き　

4
月
15
日
㈯
午
前
8
時
20
分

受
け
付
け

◯
行　

程　

9
時
に
散
策
開
始
し
、
正
午

に
清
凉
寺
解
散

◯
参
加
料　

五
百
円
（
保
険
料
、
資
料
代

含
む
）

◯
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

※
飲
料
水
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
歩
き

や
す
い
服
装
で
参
加
。
小
雨
決
行
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
1
日

㈯
〜
10
日
㈪
ま
で
、
湯
沢
観
光
ガ
イ
ド

の
会
小
嶋
（
☎
0
9
0
―
7
0
7
8

―
0
0
0
9
）、
小
原
（
☎
0
9
0
―

3
7
5
9
―
5
3
2
9
）
へ

　

世
界
で
一
つ
だ
け
の
作
品
づ
く
り
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
中
の
部
】

•
と　

き　

4
月
19
日
か
ら
11
月
末
ま
で

の
毎
週
水
曜
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
3

時
•
定　

員　

3
人

※
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
部
】

・
と　

き　

4
月
18
日
か
ら
11
月
末
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
／
午
後
6
時
〜
9
時

・
定　

員　

3
人

◯
と
こ
ろ　

農
家
高
齢
者
創
作
館
（
弁
天

地
区
セ
ン
タ
ー
隣
り
）

◯
受
講
料　

月
額
千
円
（
材
料
代
は
実
費

を
自
己
負
担
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
7
日

㈮
ま
で
、
弁
天
陶
芸
ク
ラ
ブ
（
弁
天
地

区
セ
ン
タ
ー
内
☎
73
2
7
1
7
）
へ

◯
と　

き　

5
月
6
日
㈯
〜
5
月
25
日
㈭

／
平
日
＝
午
後
5
時
30
分
〜
9
時
、土
・

日
曜
日
＝
正
午
〜
午
後
9
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館

◯
参
加
料　

六
千
円
（
初
日
に
徴
収
）

◯
定　

員　

40
人

【
初
心
者
事
前
講
習
】

・
と　

き　

4
月
27
日
㈭
午
後
7
時

・
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

23
◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
観

光
物
産
協
会
（
☎
73
0
4
1
5
）
へ

遊
歩
道
完
成
記
念

湯
沢
城
址
の
歴
史
と

自
然
に
親
し
む
会

弁
天
陶
芸
ク
ラ
ブ
主
催

陶
芸
教
室
初
心
者
募
集

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎

絵
ど
う
ろ
う
講
習
会

参
加
者
募
集

まめで長生き湯っこ券・はり、きゅう、マッサージ施術券

○
申
請
方
法

　
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）
と
本
人

確
認
で
き
る
証
明
書
（
健
康
保
険
証
や

運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
し
、
申
請

書
に
記
入
し
提
出

※

代
理
人
で
も
申
請
で
き
ま
す
が
、
右

記
証
明
書
の
ほ
か
に
代
理
人
の
印
鑑
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

○
申
請
場
所

　
長
寿
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
サ
ー
ビ
ス
班

○
問
い
合
わ
せ

　
▼
ま
め
で
長
生
き
湯
っ
こ
事
業
＝
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
78
2

3
1
1
）

　
▼
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
施

術
費
助
成
事
業
＝
長
寿
福
祉
課
高

齢
福
祉
班
（
☎
73
2
1
2
3
）

　
市
で
は
、
健
康
の
増
進
や
意
欲
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
入
浴
料
の

一
部
を
助
成
す
る
「
ま
め
で
長
生
き

湯
っ
こ
券
」
と
「
は
り
、き
ゅ
う
、マ
ッ

サ
ー
ジ
施
術
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

○
対
象
者

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
（
平
成

30
年
3
月
31
日
ま
で
に
65
歳
に
到
達
す

る
人
も
含
む
）

○
助
成
金
額

　
1
回
に
つ
き
二
百
円
（
湯
っ
こ
券
12

枚
発
行
）

○
対
象
者

　
市
内
在
住
の
75
歳
以
上
の
人
（
平
成

30
年
3
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に
到
達
す

る
人
も
含
む
）

○
助
成
金
額

　
1
回
に
つ
き
千
円
（
施
術
券
6
枚
発

行
）

は
り
、き
ゅ
う
、マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　  

施
術
費
助
成
事
業

ま
め
で
長
生
き

　
　
　
　
湯
っ
こ
事
業

申
請
方
法
お
よ
び

　
　
　
　  

　
申
請
場
所

　
四
月
三
日
㈪
か
ら
七
日
㈮
ま
で

は
、
本
庁
舎
窓
口
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
湯
沢
市
役
所
本
庁

舎
2
階
21
会
議
室
を
特
別
受
付
会

場
と
し
て
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

▲平成28年度のまめで長生き湯っこ券

▲平成28年度のはり、きゅう、
　マッサージ施術券
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。



168,770

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

２月分

合　　　計 21

3 30,000弔 慰 金 等

5 37,920協　賛　金

20,0001祝金及び寸志

0 0見　舞　金

香典

5 20,850接　　　遇

7 60,000会　　　費

交際費報告

第12回首都圏ふるさと湯沢会総会懇
親会への御祝金

第41回秋田県こけし展コンクールへ
の市長賞協賛ほか

湯沢地区交通安全協会院内支部交通安
全祈願祭への献酒代ほか

第39回湯沢雄勝北都会総会懇親会ほか

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

市長日誌（２月）

▲コーポレートフェローシップ成果報告会であいさつする齊藤市長

1日（水） 湯沢たばこ販売協同組合自治体懇談会
7日（火） ＪＡこまちねぎ部会「ねぎ販売額2億円」達成記念祝賀会
9日（木） 湯沢市と湯沢市内郵便局との 「災害発生時の対応と平常

時における高齢者等見守り活動の相互協力及び道路損傷
等発見時の対応に関する協定」 締結式

10日（金） ＦＭ秋田出演（秋田市）、犬っこしん粉細工贈呈式
11日（土） 秋田県こけし展コンクール表彰式、犬っこまつり開会式、

第35回雄勝の雪まつり安全祈願祭
12日（日） 第47回川連漆器総合展示会表彰式
13日（月） コーポレートフェローシップ成果報告会
14日（火） 市議会全員協議会、臨時記者会見、第3回湯沢市空家等

対策協議会
16日（木） 国土交通省等への要望会（東京都）
17日（金） 夢トークinＹＵＺＡＷＡ～私の夢　私の生き方～、安倍

昭恵さんを囲む夕食会（横手市）
18日（土） 百歳長寿祝い
19日（日） 第12回首都圏ふるさと湯沢会総会・懇親会（東京都）
20日（月） 高速道路整備に関する要望会（東京都）
21日（火） 湯沢市生活支援体制整備市民フォーラム、秋田の伝統野

菜 「三関せり」 を食す夕べ
22日（水） 湯沢雄勝地域定住自立圏共生ビジョン懇談会、第39回湯

沢雄勝北都会総会・講演会・懇親会
23日（木） 第1回チャレンジデー実行委員会、第2回湯沢雄勝広域

市町村圏組合消防職員採用試験第二次試験、北銀ひまわ
り会・湯沢経友会合同新年会

24日（金） 市議会3月定例会本会議
25日（土） 湯沢市の福祉を考えるセミナー
27日（月） 定例記者会見
28日（火） 市議会3月定例会本会議、フードボックス設置式

運動の基本は、「子供と高齢者の交通事故防止」です。
•子どもや高齢者、障がい者に対する思いやりのある
運転を心掛けましょう

•自転車に乗る人は、二人乗り、傘差し、スマートフォ
ンなどを利用しながらの運転は禁止です

•普通車、バスなどに関わらず、全ての座席でシート
ベルトを着用しましょう

•夕暮れ時、夜間の外出は、歩行中・自転車乗車中と
も反射材をつけて出掛けましょう

○問い合わせ
　くらしの相談課生活環境班（☎55-8069）へ

【運動の重点】
◇自転車の安全利用の推進
◇後部座席を含めた全ての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用の徹底

◇飲酒運転の根絶
◇横断歩行者の交通事故防止

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動
＜期間  4月6日㈭～15日㈯＞

※運びやすい容器（ペットボトルなど）に入れて、上
記の回収拠点に持参してください。
※古い油や、何度も使用し黒くなった油は、酸化しす
ぎているため、リサイクルできません。
○問い合わせ
　くらしの相談課生活環境班（☎55-8069）へ

●回収拠点
　湯沢生涯学習センター、山田地区センター、
三関地区センター、弁天地区センター、幡野地
区センター、須川地区センター、高松地区セン
ター、ふるさとふれあいセンター、三関ゆめ蔵
ぶ、フジヤマクリーン、稲川勤労青少年ホーム、
各総合支所

　市では、使用済天ぷら油やサラダ油を回収・精製し
て、再生可能エネルギーのひとつとして注目されてい
るバイオディーゼル燃料に再生しています。廃食用油
のリサイクルにご協力ください。

廃食用油をリサイクル
 バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）
廃食用油をリサイクル
 バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）
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4月10日㈪は「交通事故死ゼロを目指す日」です4月10日㈪は「交通事故死ゼロを目指す日」です

みんなで目指そう、世界ジオパーク！

ゆざわジオパークのバスツアー
企画を紹介します！

　湯沢市ジオパーク推進協議会では、平成27年から “ ゆざわジオパーク
日帰りバスツアー ” を開催しています。このツアーは、ゆざわジオパーク
のおすすめポイントを市内外の人に知ってもらおうと、ジオパークガイド
と協議会が協力して実施している市内有料バスツアーです。今年は、2回
に分けてツアー参加者を募集します。

●ゆざわジオパーク日帰りバスツアーって何？

●ゆざわジオパークガイドって？
　１年に10回開催されているゆざわ学講座を修了するか、ゆざわジオパーク検定ブロンズ級に合格し、その後、ジオパー
クガイド養成講座を修了して認定検定試験に合格すると、ゆざわジオパークガイドになることができます。依頼を受
けてガイドをするだけでなく、ジオパーク拠点施設での活動やイベントへの参加などを行っています。

7月までの日帰りバスツアー予定（申し込みが必要です）7月までの日帰りバスツアー予定（申し込みが必要です）

○集合・解散場所　湯沢市役所　○ ツアー時間　午前9時～午後3時50分

・5月28日㈰ 第1回「新緑の水辺ゆっくりウォーク」
・3,000円（昼食付）
静かな森の中の湖“貝沼”湖畔をトレッキング、“市野
吊り橋”を渡る、“小安峡大噴湯”を間近で見学、龍神
伝説の滝“不動滝”など

・6月4日㈰ 第2回「春景色満載がっつりウォーク」
・4,000円 ( 昼食付・ワラビ採り別料金 )
神秘的な湿原と牧草の丘“苔沼”、小安峡温泉で旬の山菜
料理、絶景の“市野ワラビの里”、原生林“女滝沢ブナ散
策路”を歩く など

・6月18日㈰ 第3回「いにしえの物語が刻まれた大地」
・2,000円 ( 昼食持参 )
絶景スポット“小野城址”ハイク、小野小町ゆかりの滝
“二つ滝”、“向野寺”境内に収められた小町自像、岩に
掘られた仏像“磨崖”など

・7月9日㈰ 第4回「菅江真澄のサバイバルを体験する」
・2,000円 ( 昼食持参 )
馬頭観音の“鞍掛神社”、絶壁の“三途川渓谷”、三大霊
山“川原毛地獄”、温泉の滝壺“川原毛大湯滝”、触れる
博物館“ジオスタ☆ゆざわ”など

○申込み・問い合わせ　開催日の2週間前まで、羽後交通観光湯沢営業所（☎73－1151）へ
※規約や詳細は駅や市役所などに備え付けているチラシをご覧ください。
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▲昨年のバスツアーの様子
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図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

命の意味　命のしるし

世界中からいただきます!
へんしんおりがみ　5回おったら完成!
がっこうだってどきどきしてる

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

皆
皆

おいしそうなしろくま がん消滅の罠－完全寛解の謎－

永井　宗直

上田　晃司

森川陽太郎

久保田裕道

湯

稲
雄

皆

新着図書案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

月月44444444 トトトト集集 トトンンンイベイベイベベイイ特の特ののの特月月 ベンベンベンン月月 ・イ・イ トトベ集集・・・・・・イイ月の特集特集・イベイベンベント
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禅の坊さんもぼやく。そして学ぶ。

デジタル一眼撮影テクニック事典 101＋

本番に強い子の育て方

八百万の神さまがミカタする!ほんとうのお清め

湯 雄

と　き：4月22日㈯　午前10時30分
ところ：湯沢図書館児童室

上橋菜穂子、齊藤慶輔

中山茂大、阪口　克

修小林一夫：監修

アダム・レックス

稲
と　き：4月15日㈯　午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

おはなしの会「ひまわり」による読み聞かせおはなしの会「ひまわり」による読み聞かせ

　余命半年の宣告を受けたがん患
者が、生命保険の生前給付金を受
け取るとその直後に病巣がきれい
に消え去ってしまう…。連続して
起きるガン消失事件は奇跡か？
　第15回 『このミステリーがすご
い!大賞』 の大賞受賞作品です。

柴田　ケイコ／作 絵

　たべるのだ～いすき!なくいし
んぼうのしろくまは 「たべものの
なかにはいってみたら、どんなか
んじかな？」 とそうぞうしてみま
した。ごはんのなかは？たまごや
きのなかは？おでんのなかは？そ
ろそろおなかがすいてきましたね。
きょうのよるごはんはなんでしょう。

☆おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を募集
　しています。おはなし会の見学も可能です。

みんなの森おはなし会みんなの森おはなし会

　湯沢図書館では、高齢で一人暮らしのかた、外出が困難なかた、視覚や聴
覚に障害のあるかたに本や点字図書、大活字本、朗読テープを貸し出し・お
届けするサービスを実施しています。
　詳細や申し込みについては、湯沢図書館までお問い合わせください。
＜利用できるかた＞
　高齢者のみの世帯、交通手段がない、視覚や聴覚に障害があるため外出が
困難など…
　まずは、ご相談ください。
＜サービス内容＞
　月に1～2回、ボランティアの皆さんが自宅までお届けします。

と　き：4月1日㈯　午前10時
ところ：雄勝図書館　児童コーナー

おはなし会おはなし会

と　き：4月22日㈯～23日㈰
内　容：23日の「こども読書の日」にちなんで、
　　　　本や図書館に関する絵本の展示、図書館
　　　　クイズラリーなどを行います。

こどもとしょかんまつりこどもとしょかんまつり

一　般：「屋外活動、始動開始!」
児　童：「絵本で世界を旅しよう」 児　童　「絵本で日本一周」

一　般　「農ＢＯＯＫ!農ＬＩＦＥ!」一　般：「屋外活動、始動開始!」
児　童：「絵本で世界を旅しよう」 児　童　「絵本で日本一周」

一　般　「農ＢＯＯＫ!農ＬＩＦＥ!」

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報
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○開放日時
•毎週水曜日／午前9時～正午（高校生を除く一般）
※6月7日は市民検診会場となっているため使用不可。
•毎週金曜日／午後6時～10時（高校生を除く一般）
※11月～翌年3月は午後6時～9時
•毎週第2・4土曜日／午前9時～午後6時
　（小・中学生、高校生）
○使 用 料　1人1回につき100円（中学生以下は無料）
○問い合わせ　体育センター（☎72-3979）

　現在、市には38のスポーツ少年団があり、地域の皆さんの協力
を得ながら、学校、保護者、指導者との連携により、充実したスポー
ツ少年団活動を展開しています。
　また、それぞれの団では資格を持った指導者の下で、多様な年
齢間での交流を図りながら、楽しいスポーツ活動を行っています。
○申し込み方法　団員募集チラシを4月上旬に学校を通じて配布し

ますので、各団の問い合わせ先へ申し込んでく
ださい

○申込締め切り　団によって異なりますので、事前に希望団にご
確認ください

○問い合わせ　湯沢市スポーツ少年団本部事務局
　　　　　　　（総合体育館内☎72‒6500）へ

○開放日時　毎月第2・4水曜日／午前9時～正午
　　　　　　（祝日の場合は次の日）
○活動種目　卓球、バドミントン、バスケットボール、

バレーボール、ニュースポーツ、ジョギ
ング、ウェイトトレーニング、グラウン
ドゴルフ（多目的広場）

○使 用 料　無料
○問い合わせ　総合体育館（☎72-6500）

■体育センター ■総合体育館

ニュースポーツ体験教室
○と　き　5月15日、29日、6月12日、 

26日、7月10日、24日（全6回）
／午後1時30分～3時30分

○ところ　総合体育館ほか
○種　目　ボッチャ、ミニテニス、フロア

カーリングなど
○講　師　三浦敬樹さん（健康運動指導士）
○対　象　市内在住の18歳以上の人（高校

生を除く）／30人
○申し込み　参加料1,000円を添えて総合

体育館（☎72-6500）へ

○と　き　5月18日～平成30年2月15日
の木曜日（全18回）／午前10時
～11時30分

○ところ　総合体育館ほか
○内　容　親子体操、リトミック運動、器具

運動など
○対　象　4月1日現在で満2・3歳／20組
○申し込み　参加料5,000円を添えて総合

体育館（☎72-6500）へ

み うら けい き

平成29年度湯沢市スポーツ少年団団員募集開始
集まれ!未来のアスリートたち集まれ!未来のアスリートたち

　チャレンジデーは年齢を問わず誰もが参加できる住民参加
型のスポーツイベントです。
　一人一人の参加が勝負を大きく左右しますので、当日は、
市内で運動などをして、みんなでチャレンジデーに参加しま
しょう!
　詳細は5月号の広報や、折り込みチラシなどでお知らせし
ます。 
○問い合わせ　チャレンジデー実行委員会事務局
　　　　　　　（生涯学習課スポーツ振興班内）

今年、湯沢市が対戦する相手は

（実施回数2回目：人口65,393人）福岡県八女市
や め

スポーツの力で日本を元気に!
みんなで目指せ金メダル!

チャレンジデー2017
5月31日㈬
チャレンジデー2017
5月31日㈬

体育施設一般開放!体育施設一般開放! どなたでも自由に活動できます!

対戦相手決定‼

対戦相手決定‼

カンガルースクール（親子体操教室）
運動教室参加者募集‼運動教室参加者募集‼
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▲「フードボックス」の設置式の様子

はじめようフードドライブ!
フードボックス設置式

みらいのまちデザイン展
湯沢雄勝エリアプロモーション

　2月22日、東京駅 『ＫＩＴＴＥ』 にて湯沢市・羽後町・
東成瀬村の広域連携プロモーションイベント 『みらいの
まちデザイン展』 が開催されました。
　当日は、トークセッション、ワークセッション、パネ
ルセッション、マルシェを展開し、首都圏在住者に 「伝
統と革新が融合するまちづくり」 をお披露目する機会と
なりました。
　特に、2本立てのトークセッションは盛況で、「今ま
で名前も知らなかった地方の “伝統”、それを守りつつ
の “革新” 的な取り組みを知れた」 など、多くの驚きと
気付きの声が寄せられました。▲イベントの様子、多くの来場者でにぎわいました

　フードドライブとは、フードバンクを通じて、いただ
きものや買いすぎてしまったものなどで、家庭で保管さ
れている食料品を、地域で生活に困窮しているかたへお
届けする活動です。
　2月28日に、市役所本庁舎1階市民ロビーでフード
ボックスの設置式が行われ、食料品の受け入れを開始し
ました。フードボックスは9番窓口前に設置。みんなで
食品ロス問題を考え、市民の善意が形になり、少量の食
料品から寄付できる機会を広めることで、「もったいな
い」 から 「ありがとう」 へ、地域における支えあい活動
を推進します。

新しい公共の担い手に
シェアリングエコノミーセミナー

　3月16日、「家事代行」 シェアリングエコノミーセミ
ナーが湯沢グランドホテルで開催され、約30人が参加し
ました。講師の和

わ

田
だ

幸
さち

子
こ

さん（株式会社タスカジ）が 「家
事をシェアしてみよう!」 逃げ家事のススメと題して、
家事シェアの現状や概要を説明。参加者はメモを取りな
がら真剣に聞いていました。講演後、家事を依頼したい
人と家事を仕事にして働きたい人に分かれて説明会も行
われました。この家事代行サービスは、4月1日から市
内で実証試験を行い、市民のニーズを調査します。調査
結果を受けて、事業を展開するかどうか判断する予定と
なっています。▲家事シェアについて説明している和田さん

▲真新しい黄色い帽子を贈られた冨田さん（写真中央）と藤田さん（写真右）

交通ルールを守って登校
交通安全「黄色い帽子」の贈呈式

　3月22日、市役所本庁舎市民ロビーで、湯沢地区交通
安全協会（長

なが

雄
お

潤
じゅん

二
じ

会長）から平成29年度新入学児童へ
黄色い帽子が贈られました。
　式では新入学児童295人を代表して、冨

とみ

田
た

柚
ゆ

真
ま

さん、
藤
ふじ

田
た

真
ま

愛
な

さんが、長雄会長から黄色い帽子をかぶせても
らうと 「ありがとうございます」 と元気よく答えていま
した。
　長雄会長は 「交通ルールを守って、事故に遭わないよ
うに登校してほしい」 とあいさつしました。また、和田
教育長は「黄色い帽子をかぶって、楽しい学校生活を送っ
てください」と謝辞を述べました。

▲凧揚げを楽しむ子どもたち

大空に揚がる凧に歓声
第60回湯沢市凧あげ大会

　3月19日、湯沢凧のＰＲと伝統文化の継承を目的とし
た湯沢市凧あげ大会が、Ｂ＆Ｇ海洋センター前広場で開
催され、市内の小学生や幼児、全国各地から訪れた多く
の凧愛好者が参加しました。
　この日は暖かく好天ながら風が弱く、凧揚げには少し
コンディションが良くなかったものの、子どもたちは保
護者や凧の会会員などの手を借りながら凧揚げに挑戦し、
元気いっぱい会場を走り回って凧揚げを楽しんでいまし
た。

個性豊かな地域づくり
提案型補助金事業活動報告会および講演会

　2月26日、湯沢市参加・協働のまちづくり提案型補助
金事業活動報告会が、湯沢グランドホテルで約100人が
参加して開催されました。
　地域自治組織などの市民活動団体が、自ら企画し実施
した10件の事業ごとに、評価市民会議委員から評価や意
見が述べられました。その後、市の人材育成セミナーの
講師を務めているＮＰＯ法人まちづくり学校代表理事で
ある大

おお

滝
たき

聡
さとし

さんの 「今、求められる地域力」 と題した講
演があり、参加者はまちづくり活動の参考にしようと熱
心に聴いていました。

▲大滝さんの講演を聴講する参加者
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■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

御　返　事

下　中　通

下　寺　沢

下　馬　場

75

64

84

88

3. 3

3. 4

3.10

3.12

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

野　　　村

張　　　山

久　保　４

大　　　谷

91

88

74

79

3. 2

3. 4

3. 5

3.11

正　雄

靖

孝　子

明　之

3月15日届け出分まで

3月15日届け出分まで

伸　博

本　人

本　人

佐藤君雄

●湯沢地沢地地地地域地域地域地域地域地域地域地域地域地域域域域域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

髙 橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋　大 翔くん

次 田　田　田　田　　理理理理理理理 奈ちゃん

佐 藤　歩歩歩歩歩歩歩 大大大大大大大大大大大大大大大大大ちちちゃちゃんちゃんちゃんちゃんちゃんちゃんちゃんゃんん

髙 橋　幸 生くん

やまと

り　な

ああああゆあゆあゆあゆあゆとゆとゆとゆとゆとと

こうき

2.19

2.27

33333 3. 33. 33. 33. 33. 33. 33 333333

3. 6

也也也也也也也也也也駿駿駿 さんささささ ・ゆかりさん

広広広広広和広和広和広和広和広和和和和和和和和 さん・江美さん

達也さん・清夏さん

裕行さん・茜さん

柳　　　田

愛宕町第２

平清水新町第1

西田町第４

2.26

3. 2

3. 2

3. 4

3. 73. 7

3. 9

3. 9

3.10

3.11

3.11

3.12

3.12

3.13

74

80

93

99

9898

80

86

89

85

81

81

78

83

山田団地第2

平　和　町

松ノ木上丁

岡　　　田

内前森第２内前森第２

宮 渕 ３ 区

平清水新町第1

両　　　神

中　　　村

上 ノ 宿 上

根 小 屋 町

上 ノ 宿 上

上　八　幡

本　人

悟　朗

喜代志

本　人

敬　子敬 子

善　光

智　吉

和　栄

隆

正　雄

眞　子

ト　シ

克　幸

佐 藤　イ トさん
日 野 養次郎さん
髙 橋 　稔さん
佐 藤　平 治さん

東海林 善 悦さん
佐々木 喜 市さん
佐 藤　政 男さん
京 野 タヱ子さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

白　　　沢

菅　　　生

湯　　　元

92

87

75

3. 5

3. 5

3. 8

邦　男

本　人

一

佐 藤　ヨ シさん
髙 橋 美代松さん
髙 橋　コ トさん

かなで

●皆瀬地域地域地域域域域域域域域域域域域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

麻 生生生　　叶 楓ちゃん 1111113. 白　　　沢裕平さん・瑛子さん

きづき

あやの

●雄勝地域●
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

今今　 稀 月くん

大大 和　文 乃ちゃん

2.21

2.28

　塚　　　　　　　　　　　　　　飯　　

古　　　戸

正樹さん・美美美美美美美樹美樹美樹美樹美樹美樹美樹美樹美樹美樹子美樹子樹子さん

仁さん・奈津子さん

加 藤　ハ チさん
麻 生　　 子さん
長 塚　ヨ シさん
佐 藤 ウダ子さん
佐 木佐々木 憲憲 治治さんさん
井 上　ケ イさん
根 岸　友 治さん
近　　アツ子さん
佐 藤 イチ子さん
田 中　三 郎さん
長 澤　養 一さん
高 橋　昌 利さん
由 利 リツ子さん
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28
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30

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月月4 ●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土
●秋田県社会人ハンドボール選手権大会〔～１６日、総合体育館〕

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ1歳以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／はじめましての会
●一般開放〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後5時

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○湯沢図書館休館日　○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　愛宕歯科クリニック（湯沢／☎726855／
　午前９時～正午）
●ＪＡＳＳ全県ミニバスケットボール大会〔～３０日、総合体育館〕

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会
●一般開放〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

●郡市中学校春季バレーボール大会〔～２３日、総合体育館〕　　
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

○じゃんけんキッズ親子遊び〔すこやか広場〕
　午前１０時３０分～１１時１０分

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ0歳児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／はじめましての会
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後5時 ○湯沢図書館休館日

○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日

○雄勝図書館休館日

○雄勝図書館休館日

○雄勝図書館休館日

○と　き　4月16日（日）雨天中止  午前６時から１時間の予定
○集　合　湯沢生涯学習センター横の広場
○持ち物　清掃用具　○主催　中央公園愛護会（☎734023）

中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー
湯沢市長選挙等の開票所会場となるため、体育館の
利用ができなくなります。

『総合体育館』利用中止のお知らせ 

期間　４月6日（木）～４月１０日（月）午後3時まで
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百
四
十
一

全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
で
さ
ら
な
る
飛
躍
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
沢
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸
ほ
か
で
開
催
さ
れ
る
第

40
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
に
湯

沢
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
出
場
し
ま
す
。
男

女
が
そ
ろ
っ
て
の
出
場
は
七
年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
。

　
湯
沢
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
湯
沢
市
総

合
体
育
館
ほ
か
で
開
催
さ
れ
た
、
東
北
六
県
の
代
表

チ
ー
ム
男
女
そ
れ
ぞ
れ
十
二
校
が
集
結
し
、
第
40
回

東
北
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
に
出
場
し
、

全
国
大
会
へ
の
四
つ
の
切
符
を
か
け
て
争
い
ま
し
た
。

　
地
元
で
の
開
催
と
い
う
重
圧
の
中
、
代
表
の
座
を

勝
ち
取
る
道
の
り
は
険
し
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ

の
中
で
最
後
の
代
表
枠
を
か
け
た
試
合
は
、
男
女
と

も
に
激
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
男
子
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
の
荻
田
圭
監
督
は
「
対
戦
相
手
は
強
い

チ
ー
ム
で
し
た
が
、
チ
ャ
ン
ス
を
着
実
に
生
か
し
、

得
点
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
五
試
合
目
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
体
力
的
に
も
厳
し
い
試
合
で
し
た
が
、

「
全
国
に
い
き
た
い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
、
い

つ
も
以
上
の
力
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
」
と
話
し
、

高
橋
廉
主
将
は
「
試
合
で
は
常
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に

声
を
掛
け
て
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
同
点
で

迎
え
た
後
半
残
り
三
十
秒
で
得
点
し
、
勝
利
で
き
た

の
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
で
し
た
。

　
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
古
関
直
哉
監
督
は
「
予

選
リ
ー
グ
で
の
敗
戦
が
後
々
の
試
合
に
響
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
最
後
の
代
表
枠
が
か
か
っ

た
試
合
で
は
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
臨
み
、
後
半

に
追
い
つ
か
れ
て
延
長
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
試
合

終
了
の
一
分
前
に
得
点
し
て
二
点
差
に
し
た
と
き
は

勝
利
を
確
信
し
ま
し
た
」
と
話
し
、
三
浦
有
彩
主
将

は
「
試
合
は
苦
し
い
展
開
で
し
た
が
、
延
長
戦
後
半

の
最
後
に
七
メ
ー
ト
ル
ス
ロ
ー
を
決
め
て
、
勝
利
を

引
き
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
へ
の

出
場
は
チ
ー
ム
の
目
標
と
し
て
い
た
の
で
、
ほ
っ
と

し
て
い
ま
す
」
と
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
へ
の
抱
負
を
伺
う
と
、荻
田
監
督
は「
初

戦
が
九
州
地
区
代
表
の
強
豪
校
で
す
が
、
正
面
か
ら

ぶ
つ
か
り
勝
ち
に
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
、
高
橋
主
将
は
「
一
回
戦
突
破
を
目
指
し
、
次

に
生
か
せ
る
よ
う
な
い
い
経
験
を
し
た
い
で
す
」
と

真
剣
な
眼
差
し
で
し
た
。
古
関
監
督
は
「
一
つ
一
つ

の
試
合
を
大
事
に
し
て
経
験
を
積
み
、
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
多
く
の
チ
ー
ム
を

研
究
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、
三
浦
主

将
は
「
自
分
た
ち
の
実
力
を
試
す
こ
と
が
で
き
る
い

い
機
会
と
捉
え
、
一
つ
で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
で
す
」と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
湯
沢
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
東
北
大
会

で
の
経
験
を
生
か
し
、
全
国
大
会
で
も
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。（
三
月
十
四
日
取
材
）

お
ぎ     

た

け
い

た
か
は
し

れ
ん

こ  

せ
き

な
お
　
や

み   

う
ら

あ
り  

さ

【
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

【
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】
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